
毎週木曜日の午後はアスパ

イヤのプールで水泳を行って

いますが、第２学期になって

からはプールも何となく狭く

なったように感じます。先週

で今学期３回目の水泳授業と

なりましたが、幸いこれまで

６コース全てを使うことがで

きているので、児童生徒数が

増えた今も十分に練習に取り

組むことができています。

日本だともっと多くの人数

が、年間１０時間程度という

限られた時間でプールを使い

ます。しかも通常４５分間の

授業の中で、実際にプールに

入っている時間はその半分程

度ですから、初心者の場合は

水に慣れることもできずに終

わってしまうことさえありま

す。体育の授業で泳力を高め

ることまでをねらうのは、ほ

とんど難しいのが実情です。

ドーハ日本人学校の水泳授

業は、毎回１時間(６０分間)

レベルに応じて３つのグルー

プ(メダカ・ペンギン・イルカ)

に分かれて取り組んでいます。

子ども達の疲れ具合も確認し

休憩もはさみながら、かなり

の運動量を確保しています。

私はメダカコース(初心者)

を担当していますが、ついこ

の前まで水に顔をつけること

も怖がっていた子どもが、自

分から進んで潜ったりバタ足

の練習をしたりするようにな

るのを見るたび、子ども達の

進歩の早さには驚かされます。

しかし水への恐怖心というも

のをなくすのは、やはり相当

時間を必要とします。

水泳指導の最も大きなポイ

ントは「息継ぎ」です。この

ことは以前にも触れています

が、自由に息ができないとい

う不安から恐怖心をなくせず

にいる場合がほとんどです。

泳ぎの指導として最も大切な

ことは、自分が「水に乗って

泳いでいる」という感覚を身

につけさせることです。その

ためにフォームの指導が重要

になってきます。抵抗の少な

い無駄のないフォームが、最

も効率よく泳げるからです。

フォームの指導も大変時間

がかかります。それは自分で

自分の泳いでいる姿が見えな

いからです。スポーツの指導

には、良いイメージを持たせ

ることがとても効果的です。

良い動き・良い泳ぎが分かり

それを真似できる、つまり見

て学ぶということもこれから

は大切にしていきたいと考え

ています。
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準備運動の「ラジオ体操」

自分の足を確かめながら｢バタ足｣

中間休みを利用して、久し

ぶりに「全校集会」を行いま

した。普段は登校後に行って

いますが、ここのところスクー

ルバスの到着時間がまちまち

で、予定した日にできていま

せんでした。

私からは新しいスクールバ

スをいただいたことと、実り

の秋について話しました。い

つものように、みんな真剣に

聞いていました。

その後はそれぞれの委員会

から、全校に向けての様々な

連絡事項が伝達されました。

隔週で行う全校集会ですが、

みんなが集まって話を聞いた

り発表したりという機会は、

やはり大切だと感じました。

久しぶりの｢全校集会｣

勢いよく水しぶきが上がります



昨日は今年度３回目の地域

理解校外学習を行いました。

アルジャジーラ・チルドレン

ズチャンネルというテレビ局

と、バルザンタワーの見学に

出かけました。

個人的にはこれまで何度か

テレビ局の見学をしたことが

ありますが、今回ほどいろい

ろな施設・設備を見せてもらっ

たり、ていねいに説明をして

もらったりしたことはありま

せんでした。それだけに大変

充実した見学になったように

思います。低・中学年には難

しい説明もありましたが、見

るだけで楽しめたり参考になっ

たりするものが多く、とても

良かったと感じました。

このテレビ局はアラビア語

の番組しか製作していません。

アラビア語の理解を深め、そ

して広めるためにあるテレビ

局なのだという説明がありま

した。日本でいえばＮＨＫの

子ども向け教育番組を作って

いるのとほぼ同じということ

です。だからテレビ局がエデュ

ケーション・シティーの中に

あるのだということが納得で

きました。

１時間ほどの見学予定が２

時間近くに伸びてしまいまし

たが、大変楽しく有意義な学

習になったと思います。帰り

際にはたくさんのお土産まで

いただきました。子ども達も

大喜びで、お世話してくださっ

たテレビ局の方々も満足そう

に見送ってくださいました。

時間の関係で先に昼食をと

り、その後バルザンタワーに

立ち寄りました。私の記憶に

残っているのは崩れかけた建

物の姿でしたが、きれいに補

修されていました。子ども達

も、きっと当時の様子を想像

することができたのではない

でしょうか。

ゆっくりする間もない１日

でしたが、有意義な校外学習

ができたように思います。
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討論番組の撮影スタジオ

緑一色の不思議なスタジオ

補修前のバルザンタワーアニメーションの製作現場

バルザンタワーをバックに記念撮影：まだまだ暑い!!



今朝は１時間目を利用して、

日本の旭北小学校(愛知県知多

市)とウェブ交流学習を行いま

した。旭北小学校との交流は、

昨年から高学年を中心として

行われていました。知多市と

ドーハ市が友好都市関係になっ

ており、昨年ドーハ日本人学

校ができたのをきっかけに交

流が始まりました。

今回は旭北小学校の児童が

集めた本を、ドーハ日本人学

校に贈ってくれるということ

で、贈呈式にあわせ児童生徒

の交流を深める目的で行われ

ました。

なぜ図書の寄贈になったの

かと言うと、昨年知多市の交

流協会一行がドーハ市を訪問

された際、日本人学校にも立

ち寄られました。市長をはじ

め関係の方々が、図書室の本

が日本に比べまだまだ少ない

のをご覧になり、図書の充実

に少しでも協力できないかと

働きかけてくださり、今回の

贈呈式になりました。

旭北小学校の児童が中心と

なって呼びかけ、いろいろな

本を集めてくれたようです。

物語･絵本･図鑑など、贈られ

てくる本の総数は２３０冊に

もなりました。これから船便

で送られるようですが、本が

到着するのが今からとても楽

しみです。

贈呈式の後は、ゲームをし

ながらお互いに楽しく過ごす

ことができました。旭北小学

校の実行委員が計画してくれ

たゲーム（漢字クイズ･なぞな

ぞ･早口言葉･イントロクイズ

など）に、みんなで挑戦し盛

り上がりました。

最後は６年生３人がみんな

を代表し、きちんとお礼の気

持ちを伝えてくれました。

ドーハ日本人学校はこうし

た多くの方々に支えられ、い

ろいろな面で少しずつ充実し

てきました。今回の図書の寄

贈にご協力くださった多くの

皆様に、心からお礼を申し上

げます。本当にありがとうご

ざいました。
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みんなが画面に向かって整列

いろいろと企画してくれました

新スクールバスの現状につ

いてお知らせいたします。

先週、保護者代表の舟木様･

中山様にご協力いただき、４

台体制でのルートは決定いた

しました。相変わらずの交通

混雑ですが、登校時と下校時

の配車を１部変更して、下校

時についてもできるだけ乗車

時間を短縮できるようにと考

慮していただきました。

それに基づき１日も早く配

車をと準備を進めております

が、肝心のドライバーが派遣

されていません。中型バスの

運転経験を持つドライバーが

なかなかいないというのが原

因ですが、来週には派遣され

る予定です。

新しいドライバーが決まり

しだい試走を行い、早急に４

台での送迎ができるようにと

考えております。

来週中には配車できるよう

になると思いますので、よろ

しくお願いいたします。

新しいスクールバスの配車予定について

児童生徒代表お礼のあいさつジャンケンポン!あっち向いてほい


